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【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）
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高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】
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（達成度）
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【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）
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心豊かで未来を築く人を育むまち

基本的人権を尊重する社会の確立

人権尊重意識の普及・高揚

人権啓発活動拠点の機能充実

隣保館・児童館管理運営事業

市民政策局

人権啓発課

087-839-2292

市

平成 年度～28

③インフラ・施設等整備

各種事業実施回数

児童館開館日数

回

日

隣保館利用者数 人

児童館利用者数 人

平成 年度（ 年度決算分）31 30

H28 H29 H30 R2

H28 H29 H30 R2

R2H30H29H28

　文化センター・児童館は、地域社会全体の中で、福祉の向上や人権啓発の住民交流の拠点となる開かれたコミュニティセンタ
ーとして、生活上の各種相談事業や人権問題の解決のための各種事業を行うとともに、健全な遊び等を通して、児童の健康を増
進するなど、児童の健全育成を図る。

①文化センター・児童館の管理、運営等

地域住民

１　文化センターが、地域社会全体の中で、福祉の向上や人権啓発の住民交流の拠点となるよう各種事業を総合的
に行う。
２　児童の健康を増進し、情操を豊かにする。

　活動の中には、屋外（運動場等）を利用す
るもの（夏祭り他）もあり、実施時の天候に
左右される面があったこと、また、大規模改
修工事により、事業を仮設（プレハブ）にて
実施していたセンターがあったことなど
から、目標値をやや下回った。

　新たな取り組み等を実施したことにより児
童館への来館者増につながった。今後は改修
工事の予定あるので利用減にならないよう新
たに取り組んでいく。

令和 年度5

H31

H31

H31

年度31 ②文化祭及び交流事業等
③各種研修会への参加等

％87.5

％107.8

点35

点30

平成 年度（決算）28 平成 年度（決算）29 平成 年度（決算）30 平成 年度（予算）31

193,177 188,051 187,060 189,344

37,727 37,828 37,332 39,616

155,450 150,223 149,728 149,728

Ａ 継続

　改修工事が進み、昨年は利用者が微増している。しかし、昨年、大規模改修の完了を平成３３年度から平成３５年度に見直したので、工事
完了までは利用者増は厳しいが、改修完了後は利用者の要望を把握し、各種事業の見直しを行う。

・各種事業の見直しなどにより、より多くの人に来館してもらえるようにする。
・文化センター（隣保館）・児童館改修計画に基づき、各館の改修の円滑な実施に努める。
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基本的人権を尊重する社会の確立
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一般重点 ③インフラ・施設等整備

文化センター・児童館改修計画に基づく改修施設数 館

文化センター・児童館改修進捗率（事業費） ％

平成 年度（ 年度決算分）31 30

H28 H29 H30 R2

H28 H29 H30 R2

R2H30H29H28

　地域における福祉の向上や人権啓発のための「住民交流の拠点」である文化センターと、健康増進や情操教育など、児童の健
全育成を図るための児童館の適切な管理運営のため、「文化センター・児童館改修計画」に基づき、施設の計画的な修繕・改修
等を行う。

①新居児童館改築工事設計業務委託（繰越明許費）

文化センター・児童館の各施設

　地域社会全体の中で、福祉の向上や人権啓発の住民交流の拠点となっている文化センター及び児童の健康を増進
し、情操を豊かにする児童館の修繕、改修を行うことで、各種事業の円滑な実施を図る。

　吉光文化センター改修工事等においては、
計画通りに改修工事ができず工期が延長とな
った。改修工事計画の見直しもあり全体の進
捗率が下がった。

令和 年度3

H31

H31

H31

年度31 ②吉光文化センター大規模改修工事（繰越明許費）

％73.8

点25

平成 年度（決算）28 平成 年度（決算）29 平成 年度（決算）30 平成 年度（予算）31

238,120 288,011 70,642 105,103

222,418 272,837 55,518 89,979

15,702 15,174 15,124 15,124

Ｂ 継続

　地元関係者と協議を適宜進めるも工期が延長となった。今後も地元の協議を適宜進め計画通りに進める。

　各施設地元関係者との協議を適時進めており、本年度以降は計画年度内の完了を目指し対応して行く予定である。
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